
説
明
会
は
９
月
10
日
、
11
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
が
２
町
村
の
ご
み
は
19
年
度
か
ら
と
す

る
こ
と
、
ま
た
ご
み
分
別
と
資
源
物
の
統
一

化
な
ど
の
条
件
が
付
さ
れ
る
中
、
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
真
摯
に
受
け
止
め
誠
意
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
、
広
域
連
合
の
規
約
の

変
更
手
続
き
を
経
て
圏
域
５
市
町
村
の
燃
や

せ
る
ご
み
を
広
域
連
合
が
処
理
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

ご
み
処
理
事
務
は
、
住
民
の
日
々
の
暮
ら

し
に
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
こ
と
で
す

が
、
施
設
の
円
滑
な
管
理
・
運
営
の
た
め
に

は
施
設
周
辺
地
域
の
理
解
は
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
い
っ
そ
う
施
設
の
適
正
な

管
理
・
運
営
や
、
情
報
公
開
な
ど
を
推
進
し
、

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
な
が
ら
、
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。
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１P 地元説明会を実施

２P 規約変更、人事行
政の状況の公表

３P 17年度決算見込み

４P 広域連合議会だより

５P 構成市町村の取り組み

６P 清掃センター焼却
量、ごみ搬入量

広域連合清掃センター

美郷町西郷区のごみ処理施設
年間約330トンのごみを処理して
います。

椎葉村のごみ処理施設
年間約490トンのごみを処理して
います。

西川内区の説明会の様子

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
を
構
成
す
る

美
郷
町
及
び
椎
葉
村
か
ら
、
当
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
「
ご
み
処
理
事
務
」
へ
の
加
入
の
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
当
清

掃
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
地
域
（
広
見
区
、
西
川

内
区
、
本
谷
区
）
で
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
清
掃
セ
ン
タ

ー
で
は
、
現
在
、
日
向
市
、
門
川
町
、
美
郷

町
南
郷
区
、
同
町
北
郷
区
及
び
諸
塚
村
の
燃

や
せ
る
ご
み
、
年
間
約
３
万
２
千
ト
ン
を
処

理
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
椎
葉
村
、
美
郷
町
の
両
町
村
か
ら

の
加
入
要
望
は
、
椎
葉
村
と
美
郷
町
西
郷
区

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
、
ご
み
処
理
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
で

す
。



の
計
画
に
沿
っ
て
広
域
連
合
の
事
務
事

業
を
効
率
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
広
域
計
画
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
広

域
連
合
の
事
務
の
指
針
を
示
し
た
も
の

で
、
昨
年
度
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
広

域
連
合
の
事
務
が
変
更
さ
れ
る
と
広
域

計
画
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
状
況
を
公
表
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

よ
り
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
本
広

域
連
合
で
は
毎
年
９
月
末
ま
で
に
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
平

成
17
年
度
の
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。

公
表
の
内
容
は
、
職
員
の
総
数
や
給
与
、

勤
務
時
間
、
勤
務
条
件
及
び
懲
戒
処
分

な
ど
の
状
況
で
す
。

ま
た
、
公
平
委
員
会
か
ら
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の
状
況
や
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
の
状
況

の
報
告
を
受
け
た
も
の
を
あ
わ
せ
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

公
表
の
内
容
な
ど
は
広
域
連
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合

事
務
局
総
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

行
い
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
規
約
は
昨
年
度
の
美

郷
町
の
合
併
及
び
日
向
市
と
旧
東
郷
町

の
合
併
に
伴
っ
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で

す
。
規
約
に
つ
い
て
は
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
域

連
合
事
務
局
総
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

広
域
連
合
は
、
広
域
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
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変
更
を
必
要
と
す
る
規
約
の
内
容
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
美
郷
町
西
郷
区
と
椎

葉
村
が
「
ご
み
処
理
事
務
」
へ
加
入
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

規
約
変
更
の
手
続
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
フ
ロ
ー
図
は
左
の
と
お
り
で
す
。

規
約
変
更
は
、
広
域
連
合
を
構
成
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
議
会
へ
提
案
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
議
決

さ
れ
た
の
ち
に
県
と
の
許
可
手
続
き
を

ご
み
処
理
事
務
加
入
に
は
、

〜
広
域
連
合
規
約
の

変
更
が
必
要
で
す
〜

規
約
が
変
更
さ
れ
る
と
、

〜
「
広
域
計
画
」
も

変
更
さ
れ
ま
す
〜

〜
人
事
行
政
の
運
営
の

状
況
の
公
表
〜

規約の変更手続きの流れ、スケジュール

○事務を共同処理している市町村（平成１８年度）

一般廃棄物最終処分場事務

日向市
市町村名

事務名・施設名

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○

(西郷区を
除く)

○

○ ○ ○

門川町 美郷町 諸塚村 椎葉村

火 葬 場 事 務
日向地区斎場東郷霊苑

ご み 処 理 施 設 事 務
広域連合清掃センター
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市町村別・事業別分担金の内訳 （単位：千円）

広域連合は、市町村（構成団体）が共同して事務処理を行う「組合」です。そのための経費のほと
んどは、構成団体が負担する「分担金」で賄われています。昨年度の決算額は、歳入総額約９億８千
６百万円、歳出総額約９億６千８百万円。繰越明許費繰越額約１千８百万円。
歳出のうち73％の約７億２百万円がごみ処理事業費でした。決算は、11月議会で審議されます。

広域連合では火葬場、最終処分場、ごみ処理施設、し尿処理施設の

4施設の業務を行い、構成市町村がこれらの運営経費として、

平成17年度７億3,100万円の分担金を負担しました。 依存財源：国や県の基
準に基づき交付された
り、割り当てられたりす
る収入。地方交付税、地
方譲与税、国庫支出金、
県支出金、地方債など。
自主財源：自主的に収

入できる財源のことで、
分担金及び負担金、使用
料、手数料、財産収入、
寄付金、繰入金、繰越金、
諸収入など。（市町村に
おいては市町村税）

― まめ知識 ―

・新斎場供用開始（平成17年４月）
・旧斎場解体工事
・斎場駐車場整備工事
・平成17年度火葬件数（972件）

市町村名

日向市

門川町

東郷町

南郷村

西郷村

北郷村

諸塚村

椎葉村

合 計

19,233

6,226

3,044

2,146

1,048

2,148

2,221

1,001

37,067

18,696

6,676

2,687

1,795

1,913

1,662

1,707

1,346

36,482

4,247

1,296

779

822

675

724

1,002

9,545

338,906

112,246

31,3679

24,842

24,867

26,379

558,619

76,257

13,043

89,300

453,092

129,395

51,449

29,562

3,783

29,352

31,031

3,349

731,013

一般管理費 斎場事業 最終処分場事業 ごみ処理事業 し尿処理事業 合　　計

平成17年度に行った主な事業
東郷霊苑 清掃センター その他の事業

・煙突改修工事（写真）
・火格子改修工事（一部を平成
18年度へ繰越）
・ダイオキシン類測定分析

・平成18年２月、日向市と東郷
町の合併に伴い財光寺汚泥処
理場（写真）を日向市へ承継
・次期広域計画を策定



と
考
え
る
。
連
合
長
の
考
え
を

問
う
。近

年
の
生
活
圏
の
拡
大

や
利
便
性
の
向
上
、
地
方
分
権

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
圏
域

一
体
の
取
り
組
み
は
重
要
と
考

え
て
い
る
。「
日
向
入
郷
広
域

行
政
研
究
会
」
で
は
今
年
度
、

防
災
対
策
、
観
光
対
策
の
分
科

会
を
設
置
し
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

検
討
の
推
移
を
見
守
り
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
し
た
い
。

答
弁

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

《
一
般
質
問
》

18
年
第
２
回
議
会
で
は
、
美

郷
町
選
出
の
菊
田
彦
市
議
員
か

ら
広
域
連
合
長
に
対
し
て
次
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
広
域
連
合
の
方

向
性
に
つ
い
て
。

例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
を
は
じ
め
高
齢
者
を

含
む
福
祉
や
保
健
、
災
害
対
策

な
ど
に
つ
い
て
広
域
連
合
で
取

り
組
ん
で
い
き
、
広
域
連
合
業

務
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
べ
き

質
問

今
回
の
情
報
公
開
条
例
の
改

正
は
、
平
成
16
年
11
月
に
制
定

さ
れ
た
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域

連
合
情
報
公
開
条
例
の
実
施
機

関
に
議
会
が
加
わ
っ
た
も
の
で

す
。こ

れ
ま
で
、
同
条
例
の
実
施

機
関
に
議
会
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
に

よ
り
、
本
広
域
連
合
の
全
て
の

機
関
で
情
報
公
開
の
た
め
の
手

続
き
な
ど
が
整
え
ら
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
７
月
18
日
、
平
成

18
年
第
２
回
議
会
（
定
例
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、「
長

期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条

例
」、「
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」、「
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
並
び
に
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
３
件
で
あ
り
ま
し
た
。

広
域
連
合
長
が
内
容
を
説
明

し
た
後
、
質
問
等
は
特
に
な
く

4

〜
平
成
18
年
第
２
回
議
会
〜

〜
広
域
連
合
の
情
報
公
開

条
例
の
実
施
機
関
に
議
会
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
〜

審議した議案とその結果

【平成１８年第2回議会】

○日向東臼杵南部広域連合長期継続契約
を締結することができる契約を定める
条例　　　　　　　（可決　全員一致）

○日向東臼杵南部広域連合情報公開条例
の一部を改正する条例

（可決　全員一致）

○日向東臼杵南部広域連合特別職の職員
で非常勤のものの報酬並びに費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例

（可決　全員一致）

広域連合議会議員
議　長　松木　良和　（日向市）
副議長　浜田　作男　（門川町）
議　員　田代　忠孝　（日向市）
〃　　日高　博之　（日向市）
〃　　黒木　末人　（日向市）
〃　　鈴木富士男　（日向市）
〃　　田原　千春　（日向市）
〃　　黒木　万治　（日向市）
〃　　日 一直　（日向市）
〃　　西村　豪武　（日向市）
〃　　安田　茂明　（門川町）
〃　　安田　　修　（門川町）
〃　　日 壽次郎　（美郷町）
〃　　甲斐　保男　（美郷町）
〃　　菊田　彦市　（美郷町）
〃　　黒木　正一　（諸塚村）
〃　　松村　晃三　（諸塚村）
〃　　甲斐　美義　（椎葉村）
〃　　椎葉　大和　（椎葉村）

広
域
連
合
議
会
は
、
２
月
、

７
月
、
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

次
回
の
平
成
18
年
第
３
回
広
域

連
合
議
会
（
定
例
会
）
は
、
11

月
24
日
開
催
の
予
定
で
す
。

平
成
17
年
度
歳
入
歳
出
決
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

（選出市町村別、敬称略）

会議録が閲覧できます

広
域
連
合

町内全世帯へ搬入許可証を発行してごみ搬入車両の減少に効果町内全世帯へ搬入許可証を発行してごみ搬入車両の減少に効果
その２

（門川町）

近年、ごみ処理量の増加については、行政や住民にとって大きな課題となっていますが、広報等に
よる減量の呼びかけとは裏腹になかなか減らないごみの量であります。
門川町においても、年々増加するごみ排出量の対策に大変苦慮しているところですが、最近は町民

の方がごみ減量に関心を示し分別収集に努力していただき分別方法等の問い合わせも多数いただいて
おります。
本町の可燃ごみは門川町清掃工場に一旦集められ、それを日向市の広域連合清掃センターへ運搬し

ています。年々、清掃工場への収集量や持込み量は増加の一途をたどり、特に日曜日ともなればテレ
ビ番組の如く、行列のできる清掃工場でありまして、幹線道路からの約700～800ｍが大渋滞となるこ
とも時折あり困惑していました。「この車両やごみの量の全部が本当に町内だけの物か？」と疑いたく
なることもしばしば。しかし、町外者と思われる相手に問うのも難しく、どのように町内・町外者を
確認したらよいか、再三検討した結果、町内全世帯へ「搬入許可証」を発行することとなり、平成18
年４月より実施し現在に至っています。これまでの半年で見た目に結果
が表れており、搬入車両の渋滞も解消されています。
このように、搬入にはある程度結果が出ましたが、これから一層町民

の方への３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に（リフューズ）
を加えた４Ｒについて町広報等を通じて継続してお知らせし、ごみ減量
と併せてリサイクルへの取り組みの意識をたかめ、県内市町村排出量ベ
スト10からの脱却を目指し、ごみ減量の啓発に努めて行きたいものです。

事業系のごみの収集を廃止　ごみ収集量が約１２パーセント減少
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その１

（日向市）事業系のごみの収集を廃止　ごみ収集量が約１２パーセント減少
日向市では、平成18年度から事業系ごみ（事業系一般廃棄物）の市直営車による収集を廃止しまし

た。４月から６ケ月間を試行期間として位置づけ啓発や指導を実施してきましたが、10月からは完全
収集廃止に移行しています。
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第３条に「事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物

を自らの責任において適正に処理しなければならない。」と明記されており、家庭で出されるごみとは
区別されています。今後は、事業者が直接ごみ処理施設に持ち込むか、日向市の許可を受けている民
間の業者に回収を依頼するかの方法を取っていただくことになります。
４月からの試行期間に指導・啓発を行い事業者に対して周知しご理解をお願いし、その結果直接搬

入される台数や民間の収集業者への依頼も増加し、燃やせるごみの収集量は４月からの半年間で前年
同期と比較して約９００トン、１２パーセント減少しました。
事業系ごみの収集を廃止し、直接搬入や民間業者へ移行し

てもごみの減量化には直接はつながりません。現在、日向市
が実施している資源回収事業に基づいて分別していただく必
要があります。ごみ処理施設に直接搬入する場合も５種類13
品目に分別して持ち込んで下さい。業者に依頼している事業
所も業者が分別しやすいように分けていただくようお願いい
たします。

門川町ごみ搬入許可証



ま
た
、
ご
み
焼
却
炉
の
下
部
で
通
常
は
燃

焼
し
な
い
箇
所
に
火
が
入
り
、
部
品
を
焼
損

す
る
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
の

原
因
は
現
在
調
査
中
で
す
が
、
液
状
の
可
燃

物
が
ご
み
に
混
じ
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
復
旧
の
た
め
の
費
用
は
皆
様
か
ら
の
貴

重
な
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
防
止
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
搬
入
車
両
の
内
容
物
検
査
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、

住
民
の
生
活
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
財
産
。
今
後
も
施

設
の
管
理
・
運
営
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
も
の
ま
で

「
燃
え
る
ご
み
？
？
？
」

広
域
連
合
で
は
、「
施
設
の
適
正
な
管

理
・
運
営
」「
情
報
の
公
開
」
等
を
柱
に
事

務
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
域
連
合

だ
よ
り
で
も
毎
回
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
や
ご
み
搬
入
量

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
17
年
度
の
ご
み
処
理
量
等

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
平
成
17
年
度
は
、
４
市
町
村
合
計
約

ご
み
搬
入
量
は
若
干
減
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
燃
え
る
ご
み
に
混
じ
っ
て
不
燃
物

な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

先
日
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
後
の
灰

の
中
か
ら
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
自
動
車

の
ホ
イ
ー
ル
、
機
械
の
部
品
な
ど
の
不
燃

物
が
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

6

３
万
２
千
ト
ン
の
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
年
々
増
え
て
い
た
ご
み
搬
入
量
は

約
２
４
０
ト
ン
、
率
に
し
て
０
・
74
％
、

わ
ず
か
で
す
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
ひ
と
り
が
一
日
に
出
す
ご
み
の
量
は
、

前
年
度
同
様
約
１
キ
ロ
で
し
た
。

引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

搬入物の内容物検査を行っています。


